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要　旨
　木質ペレット※等の木質固形燃料は、エネルギー（発熱量）が化石燃料より低く、水に
浸すとふくらんだり形が崩れたりする欠点がありました。そこで発熱量が高くて水に強い
高性能な木質燃料「トレファクション燃料」をつくる実証プラントを建設し、昼夜連続運
転による燃料の製造試験に成功しました。この燃料を農業用温風機や家庭用ストーブで利
用できることを明らかにし、地産地消型の高性能木質固形燃料として利用できることを示
しました。

木を焙じて高性能な燃料をつくる国内初の実証プラント
木材チップや木質ペレットに代表される木質燃料は、

発熱量が化石燃料より低く、水に浸すとふくらんだり形
が崩れたりする欠点がありました。そこで、ちょうどコ
ーヒー豆などを「焙じる」ように、原料木材をトレファ
クション※と呼ばれる 250 ～ 300℃程度の高温条件に
よる半炭化処理を行い、これをペレット成型することで、
発熱量は従来の木質ペレットより約 20 ～ 30％も向上
したうえ、湿度の高い劣悪な状況下でも保管性に優れる
といった高性能化を実現しました。さらに、この高性能
燃料を製造する国内初の実証プラントを神奈川県伊勢原
市に建設しました。

次世代炭焼き「トレファクション」実証プラントの概要
図 1 に実証プラント概要を示します。炭化炉は外熱式

ロータリーキルン※を採用し、１時間あたり 20kg の木
材チップを処理できます。枝葉や樹皮など多様な原料に
対応できるとともに、木材チップから発生するガスを炉
の加熱用燃料に使用します。トレファクションされたチ
ップは、併設したペレット化装置で高密度のペレットに
成型することが可能となっています。

昼夜連続製造に成功！
このプラントは平成 26 年 12 月に完成し、のべ約 20

日間の昼夜連続運転試験を行いました。生のスギ木材チ
ップを原料にして、トレファクションチップを連続製造
し、得られたチップからペレット燃料を製造することに
成功しました。

地産地消の次世代型高性能燃料として期待
トレファクション燃料は、これまで主に石炭と混焼し

て大規模に発電に使用する方法が検討されてきました
が、本研究から、地域で小規模に熱利用する方法がみえ
てきました。試験の結果、この燃料は市販の家庭用ペレ
ットストーブや農業用温風機（図 2）で使用可能であり、
かつ従来ペレットよりも着火が早いといった特徴のある
ことがわかりました。また、保管性や携帯性に優れる特
徴を活かして、アウトドアや防災燃料用途にも利用でき
るなど、図 3 に示すような地産地消型の燃料として期
待できます。山村地域に眠る未利用木質バイオマス資源
を地域で高性能燃料に加工し、地域内外へ多目的に活用
できる道筋を展開すべく、製造・利用の実用化を目指し
ていきます。

本研究は、林野庁木質バイオマス加工・利用システム
開発事業「林地残材等のトレファクション燃料化による
高性能利用技術の確立」による成果です。
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図 3　トレファクション燃料利用モデル

※については、巻末の用語解説をご覧ください。

図 1　トレファクション燃料製造実証プラント概要
設置場所：神奈川県伊勢原市

ﾄﾚﾌｧｸｼｮﾝﾁｯﾌﾟ
処理能力： 20kg/時
反応時間 ：約60分

トレファクション装置フロー図

ペレット成型トレファクション ﾄﾚﾌｧｸｼｮﾝﾍﾟﾚｯﾄ原料ﾁｯﾌﾟ 粉砕

トレファクション燃料製造フロー

林地残材などの木材チップをトレファクションします。
乾燥工程が不要で装置排熱の有効利用を図ります。

③ ④ ⑤⑥⑦

⑥ ⑦⑤② ④①

①

③

ペレット化装置フロー図
トレファクションチップを粉砕後、ﾍﾟﾚｯﾄ成型機
（ペレタイザ）にてペレット状に燃料化します。
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図 2　農業用温風機での利用実証


